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北
朝
鮮
軍
の
現
状

――
金
正
日
か
ら
金
正
恩
へ
の
後
継
過
程
で
の
問
題
――

宮　

本　
　

悟

1
．
金
正
恩
は
軍
隊
を
統
制
し
て
い
る
の
か
？

金
正
日
か
ら
金
正
恩
へ
の
継
承
過
程
で
、
金
正
恩
が
軍
隊
を
統
制
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
た
し
か
に
、

二
〇
一
一
年
一
二
月
一
七
日
に
金
正
日
が
死
去
し
た
時
点
で
、
金
正
恩
が
軍
隊
を
統
制
す
る
地
位
は
朝
鮮
労
働
党
中
央
軍
事
委
員
会
副
委
員

長
で
し
か
な
か
っ
た
。
国
防
委
員
会
委
員
長
や
人
民
軍
最
高
司
令
官
の
地
位
は
空
席
と
な
り
、
そ
の
た
め
軍
隊
を
統
制
で
き
な
い
と
い
う
意

見
が
上
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
朝
鮮
労
働
党
中
央
軍
事
委
員
会
副
委
員
長
で
は
統
制
で
き
な
い
と
い
う
根
拠
が
示
さ
れ
た
こ
と
は

な
い
。

た
だ
し
、
金
正
日
の
追
悼
期
間
が
終
了
し
た
翌
日
で
あ
る
一
二
月
三
〇
日
に
朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
政
治
局
で
金
正
恩
を
人
民
軍
最
高

司
令
官
に
奉
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
や
は
り
朝
鮮
労
働
党
中
央
軍
事
委
員
会
副
委
員
長
だ
け
で
は
軍
隊
を
統
制
す
る
の
に
問
題
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
ど
う
い
う
問
題
が
あ
っ
た
の
か
を
考
察
し
て
み
た
い
。
ま
ず
命
令
系
統
を
地
位
別
に
簡
略
化
し
て
見
て
み
よ

う
。
軍
令
系
統
は
指
揮
統
制
権
、
政
治
系
統
は
教
育
や
宣
伝
、
監
視
な
ど
、
軍
政
系
統
は
日
常
業
務
に
関
す
る
命
令
系
統
で
あ
る
。
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87 北朝鮮軍の現状

A
． 

国
防
委
員
会
委
員
長
は
軍
令
系
統
に
命
令
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
な
い
。

B
． 

朝
鮮
労
働
党
中
央
軍
事
委
員
会
委
員
長
は
す
べ
て
に
命
令

で
き
る
が
、
軍
令
系
統
に
関
し
て
は
確
実
な
例
が
な
い
。

C
． 

人
民
軍
最
高
司
令
官
は
す
べ
て
に
命
令
で
き
る
し
、
実
例

が
多
い
。

朝
鮮
労
働
党
中
央
軍
事
委
員
会
委
員
長
は
空
席
に
な
っ
た

が
、
朝
鮮
労
働
党
中
央
軍
事
委
員
会
は
委
員
会
の
名
義
で
命
令

書
（
決
定
書
）
を
発
行
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
副
委
員
長
で

も
命
令
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
朝
鮮
労
働
党
中
央
軍

事
委
員
会
名
義
で
軍
令
系
統
の
命
令
を
発
し
た
実
例
が
見
つ

か
っ
て
い
な
い
（
動
員
令
な
ど
）。
す
な
わ
ち
、
人
民
軍
最
高

司
令
官
が
空
席
だ
と
軍
令
系
統
に
命
令
で
き
る
か
ど
う
か
不
透

明
に
な
る
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
金
正
恩
は
可
能
な
限

り
早
く
人
民
軍
最
高
司
令
官
の
地
位
に
つ
く
必
要
が
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。

図1．朝鮮人民軍の命令系統略図

人民軍
最高司令官

朝鮮労働党
中央軍事委員会
委員長

（副委員長）

［軍令系統］
総参謀長

［政治系統］
総政治局長

（第一副部長）

［軍政系統］
人民武力部長

国防委員会
委員長

？
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88

2
．
朝
鮮
労
働
党
が
軍
隊
を
統
制
し
て
い
る
の
か
、
軍
隊
が
朝
鮮
労
働
党
を
統
制
し
て
い
る
の
か
？

朝
鮮
労
働
党
が
軍
隊
を
統
制
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
軍
隊
が
朝
鮮
労
働
党
を
統
制
し
て
い
る
と
い
う
意
見
が
時
々
見
ら
れ
る
。
た
し
か

に
北
朝
鮮
社
会
に
お
い
て
軍
人
の
社
会
的
地
位
は
高
い
。
し
か
し
、
北
朝
鮮
で
は
、
朝
鮮
人
民
軍
は
朝
鮮
労
働
党
の
軍
隊
で
あ
る
と
規
定
さ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
朝
鮮
労
働
党
が
朝
鮮
人
民
軍
を
統
制
し
て
お
り
、
軍
隊
の
人
事
は
朝
鮮
労
働
党
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
金
正
恩
が
朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
政
治
局
で
人
民
軍
最
高
司
令
官
に
奉
じ
ら
れ
た
の
を
見
て
も
、
朝
鮮
労
働
党
に
よ
っ

て
朝
鮮
人
民
軍
が
統
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

も
し
、
朝
鮮
人
民
軍
が
朝
鮮
労
働
党
を
統
制
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
朝
鮮
労
働
党
の
人
事
は
朝
鮮
人
民
軍
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
る

は
ず
で
あ
る
。
し
か
も
、
軍
人
は
軍
階
級
（
軍
事
称
号
）
に
よ
っ
て
軍
隊
内
の
序
列
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
朝
鮮
人
民
軍
が
朝
鮮
労
働
党

を
統
制
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
軍
人
は
軍
階
級
に
沿
っ
て
、
党
内
で
の
序
列
が
決
ま
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
軍
隊
で
は
階

級
が
下
の
も
の
が
、
階
級
が
上
の
も
の
よ
り
も
上
位
の
地
位
に
つ
く
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に
そ
う
か
を
検
討
し
て
み
た

い
。A

．
党
中
央
軍
事
委
員
会
の
序
列
（
カ
ッ
コ
内
は
軍
階
級
）﹇
二
〇
一
二
年
二
月
二
五
日
時
点
﹈

副
委
員
長

金
正
恩
（
大
将
）、
李
英
鎬
（
次
帥
）
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89 北朝鮮軍の現状

委
員　
（
カ
ナ
ダ
ラ
順
）

金
永
春
（
次
帥
）、
金
正
角
（
次
帥
）、
金
明
国
（
大
将
）、
金
京
玉
（
大
将
）、
キ
ム
・
ウ
ォ
ン
ホ
ン
（
大
将
）、
鄭
明
道
（
大
将
）、

李
炳
鉄
（
大
将
）、
崔
富
日
（
大
将
）、
キ
ム
・
ヨ
ン
チ
ョ
ル
（
上
将
）、
尹
正
麟
（
大
将
）、
朱
奎
昌
（
な
し
）、
崔
相
旅
（
上
将
）、

チ
ェ
・
ギ
ョ
ン
ソ
ン
（
上
将
）、
禹
東
則
（
大
将
）、
崔
竜
海
（
大
将
）、
張
成
沢
（
大
将
）

※ 

金
正
恩
と
金
永
春
の
関
係
を
見
れ
ば
、
党
中
央
軍
事
委
員
会
内
の
序
列
は
軍
階
級
に
沿
っ
て
い
な
い
。

B
．
軍
階
級
の
序
列
（
カ
ッ
コ
内
は
党
の
職
位
、
番
号
は
党
内
の
序
列
）

人
民
軍
元
帥
：
④
李
乙
雪
（
党
中
央
委
員
会
委
員
）

人
民
軍
次
帥
：
①
李
英
鎬
（
党
中
央
委
員
会
政
治
局
常
務
委
員
、
党
中
央
軍
事
委
員
会
副
委
員
長
）
②
金
永
春
（
党
中
央
委
員
会
政

治
局
委
員
、
党
中
央
軍
事
委
員
会
委
員
）、
③
李
勇
武
（
党
中
央
委
員
会
政
治
局
委
員
）、
全
載
善
（
な
し
、
次
帥
が

ま
だ
あ
る
か
も
不
明
）、
李
夏
一
（
な
し
、
次
帥
が
ま
だ
あ
る
か
も
不
明
）、
金
鎰
喆
（
な
し
、
次
帥
が
ま
だ
あ
る
か

も
不
明
）

※ 

李
乙
雪
を
見
れ
ば
、
軍
階
級
に
よ
っ
て
党
の
序
列
が
決
ま
っ
て
い
な
い
。

以
上
か
ら
、
軍
階
級
に
よ
っ
て
党
の
序
列
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
、
朝
鮮
人
民
軍
が
朝
鮮
労
働
党
を
統

制
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
や
は
り
朝
鮮
人
民
軍
は
朝
鮮
労
働
党
の
軍
隊
で
あ
り
、
朝
鮮
人
民
軍
の
軍
人
は
朝
鮮
労
働
党
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90

に
よ
っ
て
地
位
を
決
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
金
正
恩
を
人
民
軍
最
高
司
令
官
に
奉
じ
た
の
が
朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
政

治
局
で
あ
る
こ
と
は
規
定
通
り
の
手
順
で
あ
っ
た
こ
と
も
理
解
で
き
よ
う
。

3
．
金
正
恩
は
「
軍
人
」
を
統
制
し
て
い
る
の
か
？

金
正
恩
は
、
軍
人
を
含
む
朝
鮮
労
働
党
の
指
導
層
や
実
務
官
僚
に
対
し
て
自
分
の
意
志
を
押
し
つ
け
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
指
導
層
や

実
務
官
僚
か
ら
上
が
っ
て
き
た
案
件
に
署
名
し
て
い
る
だ
け
な
の
か
。
そ
れ
を
死
去
か
ら
追
悼
大
会
ま
で
の
手
続
き
を
誰
が
考
案
し
た
の
か

で
考
察
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
金
日
成
と
金
正
日
の
事
例
を
比
較
し
て
み
る
（
表
1
）。

金
正
日
の
方
が
葬
儀
委
員
の
数
が
少
な
い
こ
と
を
除
け
ば
、
哀
悼
期
間
や
弔
問
客
受
け
入
れ
期
間
、
他
の
行
事
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ

る
。
こ
れ
は
政
治
的
な
判
断
が
ほ
と
ん
ど
入
っ
て
お
ら
ず
、
金
日
成
の
事
例
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
金
正
日
の
葬
儀
を
行
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
は
金
正
恩
で
も
指
導
層
で
も
、
実
務
官
僚
で
も
考
え
そ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
金
正
日
の
葬
儀
の
手
続
き
を
誰

が
考
案
し
た
の
か
分
か
ら
な
い
。
で
は
、
唯
一
異
な
る
葬
儀
委
員
の
数
で
、
そ
れ
が
金
正
恩
の
意
志
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
た
も
の
な
の
か
、

そ
の
他
が
考
え
た
も
の
な
の
か
を
考
察
し
て
み
る
。

金
日
成
の
葬
儀
委
員
数
は
二
七
三
名
で
、
金
正
日
の
葬
儀
委
員
数
は
二
三
二
名
で
あ
っ
た
。
四
一
名
の
差
が
あ
る
。
ま
ず
、
葬
儀
委
員
数

の
割
合
を
出
し
て
見
る
（
算
式
1
）。
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91 北朝鮮軍の現状

比較項目 金日成死去 金正日死去

死亡時刻 1994年7月8日 2 : 00 2011年12月17日 8 : 30

死亡公表時刻 1994年7月9日 12 : 00 2011年12月19日 12 : 00

死因

心臓血管の動脈硬化症で治療を
受けてきた。溜まった精神的な
過労によって，7月 7日にひど
い心筋梗塞が発生し，心臓性
ショックが併発した。すぐに全
ての治療を行ったにもかかわら
ず，心臓ショックが悪化した。

心臓及び脳血管疾病によって長
い期間，治療を受けてきた。溜
まった精神肉体的過労によって
走る野戦列車の中で重症急性心
筋梗塞が発生し，ひどい心臓性
ショックが併発した。発病すぐ
に全ての救急治療対策を立てた
が，死去した。

診断結果

7月9日，病理解剖検査を行い，
疾病の診断が完全に確定され
た。
発表日付：1994年7月9日

12月 18日，病理解剖検査を行
い，疾病の診断が完全に確定さ
れた。
発表日付：2011年12月18日

葬儀委員 272＋1（＋1は後継者） 231＋1（＋1は後継者）

国家葬儀委員
会の公報

（1回目）6箇条，公報〔日付：1994
年7月8日〕。（2回目）3箇条，公
報〔日付：1994年7月15日〕。

7箇条，公報〔日付：2011年12
月17日〕

遺体 錦繍山議事堂に丁重に安置 錦繍山記念宮殿に丁重に安置

哀悼期間 7月8日から7月20日（13日間） 12月17日から12月29日（13日間）

弔問客受け容
れ 7月11日から18日（8日間） 12月20日から27日（8日間）

永訣式 7月19日，革命の首都平壌で挙
行

12月28日，革命の首都平壌で厳
粛に挙行

（中央）追悼
大会

7月20日，革命の首都平壌で厳
粛に挙行 12月29日に挙行

（中央）追悼
大会の時刻の
行事

平壌市で追悼大会が挙行される
時刻に敬愛する首領金日成同志
を追慕して，平壌市と各道所在
地で弔砲を打ち，全国の全体人
民が三分間の黙祷をし，全ての
機関車，船舶で一斉に汽笛を鳴
らす。

平壌市で中央追悼大会が挙行さ
れる時刻に偉大な領導者金正日
同志を追慕して，平壌市と各道
所在地で弔砲を打ち，全国の全
体人民が三分間の黙祷をし，全
ての機関車，船舶で一斉に汽笛
を鳴らす。

表1　金日成と金正日の葬儀の比較
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92

金
正
日
の
葬
儀
委
員
数
は
、
金
日
成
の
葬
儀
委
員
数
の
八
五
％

に
な
る
。
こ
の
割
合
に
近
い
金
日
成
と
金
正
日
に
関
す
る
数
字
を

探
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
金
日
成
と
金
正
日
の
享
年
が
最
も
近
か
っ

た
。
さ
ら
に
正
確
を
期
す
る
た
め
に
、
両
者
の
生
存
日
を
計
算
す

る
。

金
日
成
の
誕
生
日
（
一
九
一
二
年
四
月
一
五
日
）
か
ら
死

亡
日
（
一
九
九
四
年
七
月
八
日
）
は
、
三
〇
〇
三
五
日
で

あ
っ
た
（
誕
生
日
と
死
亡
日
を
含
む
）。

金
正
日
の
誕
生
日
（
一
九
四
二
年
二
月
一
六
日
）
か
ら
死

亡
日
（
二
〇
一
一
年
一
二
月
一
七
日
）
は
、
二
五
五
〇
七

日
で
あ
っ
た
（
誕
生
日
と
死
亡
日
を
含
む
）。

そ
の
割
合
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
（
算
式
2
）。

驚
く
ほ
ど
一
致
す
る
割
合
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
生
存
日
を
基

準
に
し
て
葬
儀
委
員
数
を
減
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
客
観
的
な
数
字
を
使
っ
た
理
由
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

比較項目 金日成死去 金正日死去

各地方の追悼
行事と追悼式

哀悼期間に全国すべての機関，
企業所で追悼行事，平壌市の追
悼大会の時刻に各道，市，郡で
追悼式

哀悼期間に全国すべての機関，
企業所で追悼行事，平壌市の中
央追悼大会の時刻に各道，市，
郡で追悼式

哀悼期間の義
務と禁止事項

機関と企業所で弔旗を掲げ，一
切の歌舞，遊戯，娯楽を禁止

機関と企業所で弔旗を掲げ，一
切の歌舞，遊戯，娯楽を禁止

外国の弔意代
表団 受け容れない 受け容れない

232（金正日の葬儀委員数）÷273（金日成の葬儀委員数）＝0.85（0.84982）

25507（金正日の生存日）÷30035（金日成の生存日）＝0.85　（0.84924）

表1　つづき

 算式1

 算式2
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① 

金
正
恩
が
独
断
で
決
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
説
明
責
任
が
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
理
由
を
つ
け
る
必
要
は
な
い
。

② 
政
治
的
に
批
判
さ
れ
る
可
能
性
が
少
な
い
朝
鮮
労
働
党
の
指
導
層
が
決
め
た
の
で
あ
れ
ば
、
政
治
的
な
判
断
で
委
員
を
決
め
ら
れ
る
の

で
、
こ
の
よ
う
な
客
観
的
な
数
字
を
使
う
必
要
は
な
い
。

③ 

実
務
官
僚
が
決
め
た
の
で
あ
れ
ば
、
最
高
指
導
者
や
指
導
層
に
対
す
る
説
明
責
任
が
あ
り
、
政
治
的
に
批
判
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
政
治
的
に
批
判
さ
れ
に
く
い
客
観
的
な
根
拠
を
使
う
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
葬
儀
委
員
の
数
は
、
実
務
官
僚
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
金
正
恩
は
必
ず
し
も
自
分

の
意
志
を
指
導
層
や
実
務
官
僚
に
押
し
付
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
自
分
の
父
親
の
葬
儀
で
す
ら
、
自
分
の
意
志
を
示
さ
ず
、
実
務
官
僚

に
任
せ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
金
正
恩
が
自
分
の
意
志
を
軍
人
に
押
し
付
け
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
む
し
ろ
軍
人
に
よ
っ
て
提

起
さ
れ
た
案
件
に
署
名
し
て
い
る
だ
け
の
存
在
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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